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イギリスの大学における 契約 充員のキャリア。 マネジメント 

0 斎藤芳子 ( 名古屋大高等教育研 ) , 小林信一 ( 筑波大大学研 ) 

1 。 はじめに 

本研究は。 雇用契約により 大学で研究をするポス ドク 

などのスタッフ ( 契約研究員 ) のキャリア。 マネジメントに 

ついて，イギリスの 取り組みのなかから 日本への示唆を 

得ることを目的としている ， 

近年の科学技術研究の 大型プロジェクト 化や国立研 

究所。 国立大学の法人化により。 ポス ドク など，年限を 区 

切った契約による 定員 枠 の 研究者雇用が 増えている   

このような契約研究員 は ，給与や労働時間などの 処遇， 

研究やマネジメントのスキルを 向 させる機会，ギヤリア 

開発の機会などにおいて 恵まれない条件を 抱えている 

ことも多い．そもそものポスト 不足もあ って，将来の 閉塞 

感泣増すばかりであ る．大学院まで 進んで長く勉強した 

ところで不安定な 身分で研究をするほかない ，先が見え 

ない， とレづ 状況は，研究の 道，ひいては 大学院進学を 

閉ざすこと @ こ なって レ 汚れ づ 指摘もなされている。 

このような日本の 科学技術基盤を 危うくする状況を 打 

破するには，まず 契約研究員が 任期終了後にスムーズ 

に次の就職先へ 移れるような 支援をそ 刊 、 ，人材の流れを 

作りだすことであ る．このとき ，大学や公的研究機関に 限 

らず，民間の 研究開発部門や ，起業。 経営，行政や 

N ㌘ o など，幅広いキャリアパスを 視野に入れる 必要があ 

る。 しかし アカヂ ミックな研究だけを 志し，そのように 教育 

を受けてきた 人材は。 多様なキャリアパスがあ ることに 気 

づかなかったり ，知識やスキルの 不足によりアカデミッバ 

ポスト以覚の 道が閉ざされてしまったりすることがあ る。 よ 

って，契約研究員がキャリアについての 知識を得，次の 

ポスト ヘ 移るための適切な 知識。 スキルを身につけられ 

る よ う ，研究やマネジメントなどのトレーニンバやキャリア 

教育を実施することも 重要であ る。 このようなトレーニンバ 

に加え，契約研究員の 処遇を向上させて 契約研究員を 

将来性のあ る ボ スれこしてゆくことが ，次代の人材確保に 

っ ながると考えられる． こ らの変革はまた ，大学院議 

育 における研究トレーニンバ や キャリア教育などにも 変 

容を要請するであ ろう。 

対策を具体的に 立案するべき 時機にあ って，大学の 

個性や地域特性などの 多様性に 慮 した種々の対策 メ 

ニュ一作りが 急務となっている。 大学に限らず ，研究機 

関 ，ファンディンバ 機関，省庁などのステークホルダを 巻 

き込み，個別機関のメニュ 一のみならず。 コンソーシアム 

や地域のレベル ，全国レベルなど ，いくつかのレベルに 

おけるメニューを 作成する必要が 

イギリスにお ひ 。 - 「も 1 数年前に同様の 議論が起こり。 

その後さまざまな 取り組みが実施されてきている。 契機 

は大学やフアンディンバ 機関などにまたがる 協定の締結， 

および協定内容の 履行状況をモニターする 組織の設置 

れづ 国の施策であ った。 これに伴って ，大学におけるバ 

ッドプラクテイスの 収集や契約研究員の 雇用。 運用ポリシ 

一の明文化と 周知，データベースづくりなどが 進められ， 

大学コンソーシアムや 地域ハブも形成された。 さらに博 

士課程教育の 変革の波とあ いまつ て 。 キャリア教育が 重 

要な要素として 位置づけられるにいたって レ巧 。 もちろん 

日本とイギリスでは 大学のパーマネント 雇用教員の割合 

や 位置づけが異なるし ，ファン ヂ イングの仕組みにも 違 

いがあ るため，単純にイギリスを 真似れば良いとし づ わけ 

に拉いかない。 しかし全般に 日本と状況が 似ている 々 ギ 
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リスの取り組み け ，契約研究員にまつわる 問 

らもおほつかない 日本にとって 大いに参考になると 思わ 

れるため，以下に 大まかな経緯および 2 つの大学の取り 

組みを取り上げ ，日本への示唆をまとめる   

2 。 大学の契約研究員にまつわるイギリスの 経緯 

日本 @ こ 先立ち agg 年代に法人化を 済ませたイギリス 

では， 工鍍 6 年に大学における 契約研究員のキャリア。 マ 

ネジメントのための 協定 ( ね Conc は dat  ぬ た 。 ㎞ de  a 

Fra 紐 e 靭 ofk  ぬ r  the  Ca ダ eer  Mana 君 e 磁 e 煎 O で COntrac て 

沃 esearc れ Sta 俘 in  Un エ Ⅴ ers 丑五 esa れ己 Co Ⅱ (e 巴 Ees") ズド締結さ 

署名した機関には 契約研究員の 処遇 や キャリアパス 改 

善に取り組むことが 要求された．その 背景には。 ぇ 

版 科学技術自書 げ e 荻 s 簗 g  our  ㌘ 0 ㎏ れ軌 a 轄 A  S:rate 緩 

お r  Sc 俺 nce, Technolo 緩 and  ぬ novation"I において， 国 

0 科学技術の発展には 契約研究員の 処遇を良くし キヤ 

@ こすることが 必要だと述べられたこと ， ま 

た ㈹ 95 年に契約研究員の 処遇に関する 批判をふまえ 

て 下院の委員会が 実態調査のために 契約研究員から ヒ 

アがノバ を そ守 った事実があ る   

協定締結の翌 1 鰯 7 年には，協定に 述べられた事項 

の 履行状況をモニター し ，グッドプラクティスの 普及を図 

る 機関としてリザーチ。 キャリア。 イニシアチブ 鮭 C 伊が 設 

立 された。 OST2 と UU でが共同で事務局を つ とめた 尺 CI 

は ， 3 本の中間報告書と 最終報告書を 出して 2002 年に 

解散し， 沃 Cr の果たしてきたモニタ 一機関の役割をファ 

ンダーズ。 フ オーラムが 5l き 継ぐよ う 提言している   

民 C@ の活動期間中およびその 後も，政府報告書等に 

おいて契約研究員の 処遇改善やキャリア 開発の必要性 

ほ ついては繰り 返し言及がなされている。 2 ㈱ 2 年には 

。 h を tp://www.universit@es 眩 ． a 。 鰯び ，槌田 vit@es   
SC@e 目 0ea れづ丁 ec れむ 0@0% Ⅴ． @99 之 

  現在は DT@(De 暉 ㌃ 哲睡櫨 of 花き 
6% 0 す SCle れ Ce a れ % r れい O Ⅴ atlo 

3 Ll"i 。 。 r,it 臣 s 摘の略称． U 軋は 以下 
れ七 to     ノ /w 再 Ⅶ．㎏ 自 l Ⅴも㌃ S 化 l 台 suk.;,ac:. り @ Ⅴ 

尺 CI  の議長を つ とめたロバート 卿が政府の要請にこた 

え， "S ③ T  田 ㌃ S む ccess:The  sMpPly  ofpeople 礒琉 sc@ce, 

tec ㎞ o10 緩 。 engfneering  and  佛 t 睡 

報告書 ( 通称『『バ ーッ 報告 ) を 提出した 4 。 初等教育か 

ら 研究開発人材 問 まで幅広く扱うなかで 契約研究員 

についても取り 上げ ， % 陳なキ刊アパスの 提示，アカ ヂ 

ミック。 フェローシップ 創設，契約研究員を 含むアカデミッ 

グポス㌻全般の 給与改善などを 提言している．なお ，ロ 

バート卿は托 @ の後を受けてファンダーズ。 フ オーラムに 

設置された研究キャリア。 ザブ グループの議長江も 就任 

して ノモ ． 

同じ 2002 年，ブリス㌃ ル 大学沈思 T 。 の開発したシステ 

ムを用いて，契約研究員に 対する大規模な 調査が実施 

された． CROS6 と 名づけられたこの 調査は H 已 FCE', 

ヨヂ C", OSMa からのファンド 

参加， 蝕 % め 回答率であ った。 これは不参加の 大学も 

ふくめた契約研究員総数の㈹ % 程度にあ たるとひち．以 

降も調査は継続して 実施されている 10 。 

このほかにも 協定や降バーツ 報告囲の提言によって 

など； ; 眉 U 議 したファンドをうけて ，さまざまなプロジ ヱ 

タト が大学や民間会社，専門職団体などにより 実施され 

たし。 

2005 年には英国研究カウンシルズ 鰻 CUK) に研究 キ 

。 報告 蕃は 以下の翻 巨ヨ サイトより入手 可 

お七キ 斡 :// 湘 肥り   ト由 @ 十 ㌢定石 s ゼ打 ソ ． 弩 0 Ⅴ． uk ノ doc 牡粕 むむも s ノ むむ走もゆ れ s も 一 ぉ目 むタ ㌣ o ぷ uctl Ⅴ @ 

人材 @ こついて一定バーツ 報告とそ 

ている   

ポン 円こ 変更されている   
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甲アと 多様性部門 11 が設置され，トバーツ 報告団により 

導入されたファンデインバの 効果を政府に 報告したり，博 

士号取得後アカ ヂ ミック。 ポス付こ最初に 就くまでを支援 

する RC り K アカデミック。 フェローシップ 12 や ，博士課程 

教育にキャリア 開発を有効に 組み込むことを 目指す U 

D プロバラム， 3 などを通じて ， 陣 バーツ報告 コの提 

言 をさらに推進したりしている   

3 。 シェフィールド 大学における 取り組み 

RPCK が 1996 年の協定を ぅ けて創設したバッド。 マネ 

ジメントプラクティスのファンドを 得て，「契約研究員の グ 

、 ン トマネジメントプロジ ヱタト 」 l4 を実施したのがシェフィ 

ールド大学であ る。 マンチェスタ 一大学およびラフバラ 

大学との共同プロジェクトで ，ほか 14 の大学 蝸 とも連携し 

た．当該プロジェクトの グッ トマネジメントプラクティス 

の定義は以下のとおりであ る， 

①良い人材の 確保，採用 

②有効な導入 ( オリエンテーション ) 

③動機付け / 目標の設定 

必要なスキルを 見つけるためのものであ る． "S ぬ № 

Guideboo び はその名のとおりスキルについて 知るための 

突貫 用と 研究マネージャー 用の 2 

類 があ る。 "Sta 仔尺 e 明 ew ノゆ p 「 ais 団 Sche 温 e" は ， 

よび転用可能なスキルの 開発支援を大学が 促進するた 

めのものであ る。 "Chec 鮭 st" は研究員のキャリアに 関す 

るデ 一夕収集のために 開発された   

また，研究員のキャリア 支援の過程を 分析し ( 図参 

導入 期 であ る最初の 3 ケ月と ，契約終了直前の 4 一 6 ケ 

月は非常に大事であ るとし，当該 斯 のチェックリストも そ 

れぞれ開発しているほか ， 々のトレーニンバ。 マテリア 

か も制作している   

  

  

  

  

          
駐が 。 パ rc れ ' のけ 虹 岡田 ゥ " 撰 b 出れ     
血心夫 @u ㎡む @ 己 吐血 肚 睡れ   
  

  
正 ・ @.R     

MFOT@SM   

忌企 S を牙 @ れ CaI で f 「 B れれ d0 ㍗． 皮   
④定期的モニタリンバと 評価 勇 l Ⅱ ヂ @oy コ m で 挿 lt5% 蝸 @ ア i ヰれ 6%00 ど @     
⑤継続的支援 

@@i Ⅰ @C ミ コ i@n ヂ 

⑥出口戦略の 策定。 使用 
図 G 闘汗 C 円 iS プ ロジェ タト @ こよ 

プロジェクトチームは 契約研究員およびその 研究マネ プロジェクトの 最終カンフアレンス 注 2002 年 7 月に開 

一 ジャー ( 上司 ) への質問紙調査やインタビューを 実施 催さ ， 2003 年 2 月の最終報告書 16 刊行をもって ，プロ 

してキャリア。 マネジメントの 実態把握を行い ，その結果 ジェク㌻は終了した。 現在は，キャリア。 インフオメーショ 

をも日こキャリア。 マネジメン㌃ 改善のためのツールを 開発 ン 。 センターが学生や 教 員を対象にキャリア。 ザ一 ビス 

して公開している。 " お se は曲 Ca ⑬ 群 Bullde ドは ，研究 を行っており ，契約研究員向けの ワ 一久ショップ や C Ⅴ チ 

員 が自らのレベルを 知り，将来めざすポストに 就くために ッェク，各 ・資料などを 引き続き提供している ぱ   

4. オックスフォード 大学における 取り組み 

h 士干や ://@ bw Ⅴ㍻   折 。 む k.aC.uk/ て Cd/ 約蕊 ㏄人の契約研究員を 抱えるオックスフォード 大学 
はわけ 俺ゾ /wwww 了 ㏄ k.a 。 ． " ぬ /acf 甜 QW ノ 

においては，キャリア。 サービスがオックスフォード。 学 

剖軸 9 闘 ㎡， 鮎湖 Q 抽を 0 は． Leices ㎏㌃   習 研究所 ゆ L めと共同で各種情報やトレーニンバ ，キヤ 
漸 anchester Ⅴ 轄甘 opo れも an, り Ⅴ @ST   
穿か ， S 睦翔 e@d, 唾 nch ㏄㎏㌃     
し ん @ こ   
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リア開発の機会を 提供している 18 。 

提供しているトレーニンバコースにはコース 番号も割 

り振られ，オンラインで 予約できるよう @ こ なっている．新人 

契約研究員のためのコース "Induction  semlnar  ぬ 「 new 

contract  research  sta がは， 私 と春に 1 回ずっ開催され 

ている． "Fo も search  and  市 te Ⅳ new  s 蕊 ls  for  contract 

research  sta ヂと "C 群 e ㏄ re ㎡ ew  and  plann 面 臼ぬ 「 

con け act research  sta ㍗は年に 6  回開催されている 1  日 

コースであ る，いっぽ う， "Career  ,kic 虻 sta れ，も ㎡ efngs 

わ rcontra 己縛 se 従 chsta ㌣はランチタイムに 行 。 ) ㏄分程 

度の軽いコースで『予約も 不要であ る。 契約研究員に 

限らず，ひろく 大学のスタッフに 開かれているコースも あ 

り ，大学の歴史や 図書館利用法から ，メディア戦略，プ 

レゼンテーション。 スキルなどを 扱っている。 退職を 5 年 

以内に控えたスタッフのための "Plannin 已 め 「 yo は 

retire 細 em げとレづ 1 日 コースもあ る。 

キャリア。 サービス け 主に学生や卒業生を 対象にして 

いるが，契約研究員のためのキャリア。 アドバイザーもす 

名 配置されており ， 1 対 i のキャリア。 ガイダンスを 受けら 

れるようになっている。 ほかにも，卒業生の 就職 ヂ一タベ 

一ス "Ox ゎ rdCareersNe 楠 ork" や ，研究機関などの 人事 

担当が話をする "E 姐 ployers,  丹 es ㎝ t 血 ons", さまざまな 

業界のキャリアについて 諸ず， Careers Ta@ks" などが 契 

約 研究員のために 提供されている。 

なお 0J ではアカデミック。 ポストの教員を 対象にした 

コースやアドミニストレータⅠマネージャ 一向けの 口一 

スを 豊富に提供しており ，たとえばアカデミック。 ポストの 

新人のための 研修は 5 日間かけて行われている．また ， 

大学におけるティーチンバのパートタイム。 ディプロ 

て や ostgradu 鮭 e  D や lo 田 a  in  し arm@ng  and  Teaching  面 

持曲 erEducation" は 8 日間と半日のセミナⅠ 3 回のティ 

毬 ht ゆ ゾル ww. 。 a 掩 。 rs.oX.ac. 砿川 o 拍 ePag が crs 
ht ゆ ://WW 。 ．㎏， 雨 ng.oX.a 。 田 Ⅴ 畦 s ノ群 s.Php 写 age 幸 75 

一 チングとり づ 形式となっている ， 

このほかに研究スタッフ 協会およびオックスフォード。 ポ 

ス ドク 。 ネットワークという 団 

5, おわりに ( 日本への示唆 ) 

1996 年の協定締結および 翌 1997 年の汗 C@ 設立以降， 

金銭的サポートを 伴ってグッドプラクティスの 収集。 普及 

やパイロットケース 作りが行われてきた。 現在，契約研究 

員向けの情報やトレーニンバ ，キリア開発の 機会は， 

上述以覚の大学においても 広く提供されている。 また， 

雇用する側の 教育コース や ，契約研究員雇用のガイドラ 

インなどの整備もすすめら 

こ う いった各大学の 取り組みを横断的にとりまとめて 公 

開されており ，そのなかには 全英を対象とするものもあ 

ば，特定の地域を 対象にするものもあ るし，コンソーシア 

ム のような形式にして む、 る 例もあ る． 

なおトレーニンバ や キャリア開発の 機会は契約研究員 

になってようやく 提供されているものではない。 大学院博 

士課程におけるキャリア 教育やスキル 開発もすすめられ 

てし 憶 。 

本稿では詳述しなかつたが ，契約研究員の 

究フズノド を通じて雇用ざれている 現状を考えれば ，ファ 

ンディン グ する側もこも 契約研究員のキャリア 開発に対す 

る責任の一端があ ることは明白であ る．契約研究員のキ 

ャリアパスの 把握 や ，キャリア。 マネジメントのための 経費 

付与など，ファン ヂ イング機関の 果たすべき役割にも 目 

を向ける必要があ る。 

先にも述べたよらに ，イギリスの 取り組みをそのまま 輸 

入できるものではないし ，実際それらが 契約研究員の 環 

境改善にどの 程度の成果を 上げているのかも 計りかねる 

ところはあ る．いずれにせよ ，日本の大学や 関係機関が 

こ 刊、 った 海外の取り組みを 参照しながら ，それぞれに 

想像力で補い ，変革することが 必要であ ろう。 
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